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1 はじめに

平均台は女性のために作られた運動穣自ではない

本来は男性が身心の鍛錬として行っていた平衡感覚訓

練運動である日.持予の体操競授はギリシャで開催さ

れた第1[ロiアテネオリンピック大会(18告昌〉から競技

種目として取り上げられていたが，女子は第昔図アム

ステルダムオリンピック大会 (1宮28)にエキシピシ

ョン参加を果たしでから昌2年，この種目が競技スポ

ーツとして正式に取り入れられた第10図ブダベスト

世界体練競技選手権大会(1由34)からはまだ76年し

か経過していない. 1960年代，第181ft)東京オリンピ

ック大会 (1鮪 4)で「オリンピックの名花jと讃え

られたベラ・チャスラフスカ，第1百回メキシコオリ

ンピック大会 (1968)で fメキシコの花嫁j と呼ば

れたナタリア・クチンスカヤらによる女性的でエレガ

ントな演技に世界の人々は熱狂した.だが，彼女らの

引退後，女子体操界は回転系を代表としたアクロバッ

ト系の技を優位とする方向を目指し，小柄な選手遣の

活綴が始まるa 第20回ミュンヘンオリンピック大会

(1曽72)では「ミュンヘンの恋人j と呼ばれたオル

ガ z コルブト，第21回モントリオールオリンピック

大会 (1976)ではルーマニアの「白い妖精jナディ

ア・コマネチが段濃い平行棒と平均台の種目で高難度

かつ正確無比な演技を披露し，近代五輪史上初の10
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点機五誌を獲得した.もはや，平均台運動はこの運動が

作られた当初の目的から完全に切り離され，競技スポ

ーツとしての急速な技術発展を稼げている.だが，技

の技術だけが勝手に発展を遂げてきた訳ではなく，そ

の発援に大きな影響を与えているのが器具の改良であ

り採点規則の改正である これらはその相乗効果によ

って更に新しい競争を生み出しているが，採点規則は

様呉の改良や技の発援をも左右する最も重姿なファク

ターである.通常，採点規則は4年1::1[i1Jのサイクル

で改定される，オリンピックの翌年に新しい採点規則

が発表され，次のオリンピックでその役割を終了する

のである闇現在の採点規則の基礎は国際体操連盟

(F剖 酎utionIntemationale Gymnstique :以下， FIG 

と呼ぶ)が1昏4由年に作成，その時代に沿った修正を

加えながら現在に至っている 2) その後， 2004年に

開催された第鵠図アテネオリンピック大会終了後に

2由自五年版の採点規則が発表されたが，急建，翌年の

第38悶メルボ)vン世界体操競技選手権大会 (2∞5)

を以て約60年近く続いた rlO点満点jの採点規則は

廃止され， r新採点規則jと呼ばれる 2自日畠年版の採

点規則が発行された3)闇 女子においては2007年版叫

も相次いで発行され，第2事国北京オリンピック大会

(2008) に適用されている舗 2009年2月には第30回

ロンドンオリンピック大会 (2012)に向けて200号年

版5)の採点規則も発行されているが，新採点規則を
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取りとげた女子競技の研究については日もまだ浅く多

くのものは存在しない叫.ぞとで，本研究は200畠年

版以降の新採点規則に注目し，この種目のルーツや歴

史的な流れを踏まえながらその内容を比較検討し，新

採点規則が意図する平均台運動の現状，今後の方向性

や問題点等について一考察を加えることを目的とす

る.

霊 平均台とその運動の歴史

平均台運動はバランスをとって局限化された場所を

移動する遼動である.この運動が青少年の体育の中に

初めて取り上げられたのは18世紀 (1701-1加。)後

半のヨーロッパであるが， この原霊堂となる運動の起源

はおそらく原始共同体の時代に遡るE 人類が人間とし

ての道を夢み出し，道具を作弘労働を始めた頃から

必要な運動であったはずである 狩りの最中に丸木橋

を渡ったり，高いところを歩いたり，平衡運動は日常

生活から絶対に切り離せない運動である.その運動の

技を生活場面から切り離して技そのものを競い合った

りする行為が自然発生約に行われていたとしてもおか

しくはない.アクロパットとはギリシャ誕のAkros

{高い)とbat(歩行)が語源であり，これを行う人

を軽業部または曲芸締ともいう.軽業師の綱渡り

(Seiltanzen)はその代表であるが，それはf!!:代から

世代へと次第に運動形態を発展させながら受け継がれ

て来た. 1凶41株吐紀 (13初0引1-140ωQω)半lばまには地上1凶50フ

イ一ト上に網を張つた

ス玉の饗宴客を珍しがらせたという 9的) 18世紀後半か

ら進行した産業革命の影響によりヨーロッパでは社会

生活や教育が大きく変fむら身体教育の重要性が説かれ

始めた 1白人 1774年， r:イツの教育者パゼ Fウ

(Johann Bemh副司担asedow!1724-17官。)は青少年

の教育に初めて体育の授業を導入，平均台運動を採用

しギムナスティーク (G担nnastik)を提唱した.グー

ツムーツ (JohannChristollh Friedrich Guts 

Muths11759-1畠3宮}は著書“青年のための体操"

(G抑臨時stikfur d!e Jugend， 1793)において平衡感

覚の重要牲を設さつつ様々な平均運動を紹介している

11) しかし，これらの運動は全て男性を対象としてお

り，平均台潔動を女性が行うようになるには長い年月

を要した. 時世紀(1801-1骨00)に入るとヨーロッ

パ各国で独自の名称や理念，しくみを持った国民体育

が磯立され始め， ドイツでは器械遼動の基礎を築いた

とされるヤーン (FriedrichLudwig Jahn!1778-

1852)が1811年にベルリンのハーゼンハイデにおい

て本格的な体育活動を開始， トゥルネン (Tumen)

を提唱した. トゥルネンとはグーツムーツが提唱した

ギムナスティータ (Gれnnastik)が身体に関わる一般

的人間形成を日的とした運動であるのに対し，ぞれを

踏まえながらも将来の祖国防衛者を育成するという特

殊な目的を持つ軍事色の濃い身体訓練であった，即ち，

それは政治的状況の緊迫という当時の時代背景や交伎

の身体に負荷をかけてはならないという偏った価値観

によるものであり，当然その対象は男性中心であったー

だが，ぞれはゆ世紀の後半から徐々に交伎の穣固と

して定着し始め， 1894年のプレスラウ体操祭(現ポ

ーランド共和関}において初の女子平均台演技が披露

された.当時の台の1樹立5cm. その内容は台上を端正

に鑑雅1::移動する静的な運動であったが，第一次世界

大戦(1914-1918)後に男女問機の波が押し寄せる.

交伎は男性と同等ぞれ以上の技に挑戦するようになり

男顔負けの技を披露する女性も現れた しかし， ζの

様な風潮に対し医学界や教育鮮から様々な批判が巻き

起こり，やがて男7^積回への挑戦から女性らしい運動

種目へと落ち着くととになる.もちろん，平均台の優

雅で静的な運動内容は女性に適した種目として時評価

されることになったが，ぞれは次第にアクロパティッ

クな性格を帯びて行くととになるのは当然の流れであ

ろう.その後，ハンガリーの第10回ブダベスト世界

体操競技選手権大会(1告34) において女子体操競技

が初めて取り入れられ，平均台上で同国のメツァロス

選手が「前後梼郷座jを披露， 9.6自点を獲得した. こ

れは当時の女子体操にはタブーとされていたアクロパ

ットの技である叫.当時の平均台の憶は5cm，その2

年後の第11回ベルリンオリンピック大会(1936)で

はp 幅が昌C臨ではあるものの高さ120cm，長さ5mの

平均台が撃場，その規格が幅10棚，高さ 120棚，長さ

5mと定められたのは1由51年のことであるゆ 社会の

産業化は待代とともに確実に進行する.その目覚まし

い発展は機械技術文明を支え，モノを製造加工する技

術は飛巌的1::発展した.この技術はスポーツ器具の工

夫や改善にも応用され，痛い技術を必要とするアクロ

パティックな技の開発を助けており，採点規則も今後

の体操界に貸献すべく日々その検討を行っている そ

して2000年1月，ついにFIGは平均台の高さを125cm

にすることを決定した.平均台運動は更に女子特布な

種目として現在もその発展を続けている.
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3 器具の規格変草壁や改良による技の発展

平均台の技を大きく分類すると体銀系{歩く，走る，

ジャンブ，波動等).バランス系(立位.)lI!位，Ii!.位，

樹立等でのポーズ技，片足や両足でのターン技)，回

転系(台上に身体を接触させて回転する倒立回転，後

転等の接点技，手廷の支持で回転する倒立回転や後転

とび等の翻転技，前方あるいは後方や側方宙返り等の

街返り技)の3つの系統がある叫 これらは時代の発

援に応じて変化してきたが，器具の改良とも密接に関

係して来たと言えよう.器具メーカーの努力により技

の発展は支えられている. 18嘗4年にブレスラウ体操

祭で女子の演技が披露された当時の平均台は幅5ιm，

その2年後のベルリンオリンピック大会(1936)では

隔が80凪高さ120噛，長さ5mの現行に近い平均台

が登場している.その後lOcmの1揺が実現し， 1告57年

以降には台の両側面が膨らんだ太鼓裂が導入された風

太鼓型という形は自の錯覚により 10cmの隔でも幅広

に見え，霊堂動的には支持系に有利に働く.従って，前

方や後方， 1J!IJ方回転系技の速やかな進歩に繋がったと

推察される.また台上で前転や倒立回転が行われ始

めると短期間のうちに宙返り系も発達した. 1宮72年

からは木製の台をカーペットで覆う工夫や，日74年

からは台の上部に弾性のあるものを敷き，そのうえで

台全体をカーベットで緩うような改良も行われている

凶 . 1980年代からは宙返りや後転とぴの連続投が発

展，現在では台上での伸身宙返りやひねりを伴った宙

返り，また，それらの組み合わせといった高度な回転

系の技が議場，ゆか運動を凌ぐ演技内容が展開されて

いる曾そして器具は選手の技の高度化や安全性の要求

に対応すべく改良を重量ね続けるのである 最近では台

t前方宙返層系の著しい発展が続いている.器具には

着台後の膝や践の衝撃度緩和，そして安全性向上を図

るため表磁レザー下クッション材の鱒性化が行なわれ，

ピーム表言語レザーは滑ちにくい材質へと改良が加えら

れた金ピーム端部にはゴムエンドキャッブも採用され

ている また，土台を薄くする技術の開発により着地

マットの有効な厚さを確保する等，日進月歩の改良が

進められている. 2000年以降， FIG，;t更なる選手の安

全性を鑑み，従来の12巴盟爆の替地マットに対し20cm

厚の着地マット使用を決定した. 12cm厚の着地マッ

トを使用した場合，ピームの高苫はマットより 10昌明a

床からは120c盟である.しかし， 20唖爆の着地マット

ではビームから床隠までの高さが8cm低くなってしま

う‘これでは商難度の終末技に不可欠な空中空間は保

てない.従って，ピームの高さを5c担引き kげる措鐙

も同時に採用されたため，平均台のビーム下面にピン

穴を追加，その穴を利用して支柱の角度を立てる対応

策が施されp マットからの高さ1自5cm，床i重iから125

C砲の高さが実現したのである 16)

4. 2006年歳以降の規則と採点方法

り審判員構成とその役割

遜常，オリンピックや世界選手権大会等ではA審判

員 (20ω年版よりDifficultyJudgel以下D審判員と呼

ぶ)2名，語審判員 (200吉年版よりExecutionJudgel 

以下E審判員と呼ぶ)6名の苦情名，招待の間際大会等

はD審判員2名 E審判長4名の計品名が業務に携わる.

また，アシスタントと称する演技時間計測の審判員

(以下，言十時とlI'l'ぷ)，ラインオーバーを確認する審

判員{以下，線審と呼ぷ)が数名必要とされ，その他

1名のセクレタリーが液技j闘の厳守，緑，請をライトの

操作.最終スコアの掲示とコンピューター入力に携わ

る.D議事ij.fまやE革審判員，セクレタリーは各穏包同数

であるが，アシスタント数は種目により異なる 平均

台には演技待問と落下に伴う中断侍聞を計測する計時

が各々1名必要とされ，最低でも日名または11名の議

判員配置が必要1:'ある審判構成に隠する詳細な規定

は200容年版からであるが，国内では大会財政上の問

題も含め規定人数の確保は容易ではなく 1名の言十時

で両方の業務に対応する場合が多い

2)採点方法と演技時闘の計測

審判員は選手が跳躍板またはマットを踏み切った瞬

間から採点を始める.開始技は1回目の勤定で選手が

銚躍板や器械に触れなかった場合のみ2同闘が許可さ

れる.しかし3回目は認められない.演技時間は1分

30秒(君。秒)以内であり. 200昔年版からは計特2名

が演技時間と落下の中断侍聞を個別に計測する 計測

は選手が跳綴桜またはマットを踏み切った除なで開始

され演技を終えマ、yトに触れた時点で終了となる“制

限時間の10秒前と演技終了時間は合図により演技中

の選手i;:知らされるが，時間超過と判断された場合，

D審判員は選手の最終スコアから超過時間に対する減

点を実施する.終末技の着地が2回目の合図と同時な

らば減点はない.導入当初の新採点規則によれば 2

秒以内は 0.10点それ以上は 0.30点であったが，

2009年版からは-0.10点のみに統一された.落下に

よる演技中断時間は10秒まで，選手が平均台から落
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下しマットに触れた時点から台上で再び演技を開始す

る最初の動きの直前までが計測され，乙の時聞は演技

時間に含まない.演技時間の再計調rrは選手が再び平均

台上で演技を開始した最初の動作から開始，選手が

10秒以内に台上で演技を再開しない場合は演技終了

となる.従来は30秒に満たない演技を短い演技と称

し最終スコアから 5.00点が実施されていた.しかし，

2007年版では7技以上の技が認められれば r1O.00点J.
6技は r6.00点J. 5技は r5.00点J. 1-4技の演技は

r2.00点J.技がなければ rO.OO点」が実施と芸術性

の最高点とされ，その最高点から他の減点を行う方法

が採用されている.更に2009年版からは5-6技は

r6.00点」から. 3-4技は r4.00点J.1-2技であれ

ば r2.00点Jからへと細分化されている.

3)得点の算出方法

得点(以下，スコアと呼ぶ)の算出方法は全種目共

通である.審判員はD審判団2名とE審判団6名(また

は4名)に分かれ規定の採点業務を遂行する.D審判

団は選手の実施した演技の難度点 (DV/Difficulty 

Value).構成要求 (CR/CompositlonRequirements). 

組み合わせ点 (CV/Connection Value)を全て確認

した後，そのDスコアを確定する.但し跳馬のDスコ

アは既に難度点を含むためとの作業は不要となる.ま

た. E審判聞は選手の演技に対し各々10点満点から一

般的欠点や芸術性，種目特有の実施減点を行った後，

そのスコアを算出する.その後. 6名(または4名)

のE審判員の中で高いスコアと低いスコアを出した審

判員2名のスコアを除いた4名(または2名)のスコア

の平均点が最終Eスコアとなる その後 Dスコアと

Eスコアの合計が選手の最終スコアとなるが，この方

法は2006年版当初から一貫した算出方法が採用され

ている.

4) D審判団の業務と役割

(1)難度点 (DV/Difftculty Value)の確認

D審判団が行う採点業務は3つに分かれるが，その

1つ目は難度点の確認である.とれは選手の演技に対

して認められる難度を数え選手のDスコアに反映する

作業である.採点規則には全種目に関する技の価値点

がA難度 (0.10点)からG難度 (0.70点)まで7段階に

分類，収載されている.現在平均台には300を超える

技が登録されており，選手はその中から自由に技を選

ぴ演技を構成出来る.しかし，難度表にない技の実施

は難度点の獲得には繋がらない.その数え方は各々発

行された採点規則ごとに異なる.まず. 2006年版当

初は「最大9つの難度点の高い順からの技と終末技

(計10技)Jについて難度点を認め，他の条件は設け

られていなかった.それは選手達のより多い難度点獲

得を目指す姿勢を促進し，数多いアクロパット系の技

による演技構成は，競技会での過失や怪我の増加に繋

がったと推測される.とのととは2007年版からの

「最大8つの難度点の高い順からの技とターン，終末

技(計10技)Jという規定に反映され，更に2009年版

では「終末技を含む最大Bつの難度点の高い順からの

難度点 (8技)Jの条件下，平均台とゆか運動には

「アクロパット系からは最大5つ，ダンス系の技から

は少なくとも3つ」を選択し演技構成をする要求も追

加されている.つまり，現行の採点規則にはアクロパ

ット系を優位とした咋今の傾向に制限を設け，疎かに

なっていたダンス系の技を巧みに組み入れたバランス

の良い見応えのある演技構成を重視する方向性が見受

けられる.

(2)構成要求 (CR/CompositionRequirements)の

確認

D審判団が携わる2つ目の業務は構成要求の確認で

ある 構成要求とは，演技構成の際に各種目に求めら

れる5つの条件である.選手がその条件を満たす度に

各々 0.50点，最大で2.50点の得点が選手のDスコアに

加算される.平均台への要求は「ジャンプ系の挑躍

(表J)構成要求の変化

"rヲャンプ粛の麟睡IOJに対する墨*

雇議扇面

依 田 1.ーシ〈グループν伏臥や仰臥".. も含泡}

3)rアタロパヲト集"之討する蔓"'"
写 版 l 要求項目

一一一一…ー
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技J， [ターンJ， [アクロパット系の技J， [終末

技jの4要素が毒事本となっており，終末技への要求以

外は版ごとの変化が著しい(表1，参照ト

まず，ジャンブ系の跳躍技に対する要求は当初

[180皮の開獅を伴う1つの銚援投(リーブ，ジャン

ブ，ホップ) (前後関榔のみ)J '"c'あった しかし，

2007年版からは「前後絡脚 (180度)の跳躍技{リー

プ，ジャンブ，ホップ〉そを含む，少なくとも2つの異

なる技からなるダンス系要素の組み合わせjへと変化

し，単独ではなくシリーズでの跳緩技が要求されるよ

うになった.次に，ターンに対する要求は200容年版

から「片足上のj という文言が削除され「グループ31
伏臥や仰臥姿勢も含むjが付加された.従来，難度表

には伏臥や仰臥望号勢を含む体操系のターンも含まれで

いたE しかし， 2007年版までは「片足上のターンj

の実施により構成婆求の1つが満たされたため，伏臥

等の漆勢によるターンの普及率は低かったと考えられ

るE しかし，現行版には台に近い姿勢でのターンを普

及させようとする意向が伺える.また， 2006年版で

各々0.50点の方u点対象となっている「前方/御j方のア

クロパット系重要素j と「後方のアクロパット系重要素j

の2条件であるが， 2007年版からは「方向の巣なる

{前方/翻u方と後方)アクロパット系褒素jへと統合

された E そして [1つの宙返りを含む，少なくとも2

つの技からなるアクロパット系シリーズjが追加され.

それは「空中局面を伴わなければならないIことも現

行版で要求されている，当初はアクロパットとダンス

系の技がバランス良く演技の中に配分されることが理

想とされていた様であるが，版を重ねる毎に単独の技

よりもシリーズとしての連続技，ジャンブやターンも

流れるようなシりーズで，そしてバリヱーション豊か

な構成が奨励される方向に傾斜して来たことが伺えよ

う.

(3)組み合わせ点 (CV/Connect!onValue)の確認

ひ審判団には3つ目の業務として組み合わせ点の確

認があげられる.組み合わせ点とは，技の組み合わせ

に対する価値または値打ちであり，高い難度の技同士

が直接組み合わされた技の連続f::対し，その都度0.10

席、から0.20点を選手のDスコアに反映するシステムで

ある.度援の条件は [1つ昆の妓の両足着地が2つ自

の技の踏み切りとなる ζとjまたは [1つ自の技を片

足で毒雪地しilfちに浮き足を着いて2つ自の技を両足で

踏み切るととjである閉技と技の問に余分なステッブ

や止まりがある場合，組み合わせ点は認められない網

200自年版では明らかにその対象となる組み合わせが

増加している. [ダンス系ターンjがその対象となり，

混合の組み合わせにも「技十姿勢保持系jが追加され

た，だが，とれらは要求された高い条件を確実に満た

すととにより難皮として認められるものである.アク

ロパット系の組み合わせに対する評価は相変わらず高

いが，ダンスや姿勢保持系が相応の評価を受けている.

つまり，火性特有の美しさや繊細さ，工夫と変化に寓

んだ組み合わせと芸術性，確実性の高い演技が奨励さ

れているととが確認出来よう{表2，参照). 

(表的組み合わせ点的変化

"アウ白川叫議;，つの蜜中局面を伴ラアタロパット系"総絡調花嫁捻倉庫品、
年版 l 加点(0.10) 加嵐ω，，，，

。+0，"

鴎十E

。vo+o証E
0+0 

調点{且，，'

なし

A+C(また.. そ時避3

加点{且'"

ロ+0以上{襲来援は含まf;tL¥)

む+白鼠上〈車.*撲は含まない1

Dの〈宙ζの返顔引替片で足ス舞テ台ゲ〉プ+4ZAUの之水直ま準ち立r::::)ち系 i 

(1)幾度と技術の姉値判断

C十定。+D
~-o7fjτ前五Iï

B+F 

加鹿(m:m)

"" 
なω

加..，.鈎】

なし

なし

選手が実施した技の価鍍をどの様に判断するかはひ

審判員の正確な判断によるところである. 200百年版

からは様々な工夫が擁され， [ひねりを伴うジャンブ，

リーブ，ホップjについて詳細な基準が示された.ζ

れらはターンと向様 1的。ごとの区切りで判断され

るが，今まで暖除とされていた両足と片足着地の暴壊

が明確となり「着地が両足の場合jは前足の位置，

「着地が片足の場合jは殴と清の向きでその価値判斯

が行われるとととなった また，従来135。来構の概

脱皮， IlPち関脚不十分は1つ低い難度として取り扱わ

れていた技は，その種類によ哲採点規則に収載されて

いる他の技，または尊重度なしとなる 特に「ひねりを

伴う脚交差した前後関脚とぴjはその判断が難しい.
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振り Hj蹴が最低でも45.以 kない場合は前後締脚

の，;'ひねりと判断され，友右関脚が見られた場合は暴

なる技となる. [羊とび (D難度)Jや「輪とぴ (D難

度)Jもlつ下の難度が認められていたが，その要求

を満たすことが出来なければ難皮は積失する. rヤン

ポー (D難度)Jの判断も同様である 「かかえ込みと

ぴjや「ウルフとぴJ， [ねととびj系の技に闘しで

も膝の角度で価値が判断され. 135
0

よりも大きい腰

角度と判断吉れた場合は難度なしとなる 技の判断基

検は格段にレベルアップしており，ととには婆求基準

を正確に満たす美しいダンス系の技の必要性が強く示

唆されている E

5)主審判団の業績と役割

(1)芸術性の減点

E審判聞が携わる採点業務にも3つの巣なる作業が

存在する その lつ包が芸術性の減点があるこれは

選手の演技に対し，審判員がその去;衡性を個々に判断

しながら持ち点の時点満点から減点を行って行く五度

目である. 2006年版では会での減点項gに小欠点

( -0.10点)と中欠点 (-0.30点}が設けられていた

が. 2007年娠では小欠点のみに統 された.だが，

日本はこの時期すでに芸術性の重褒さを認識し圏内内

規において全項目を中欠点として取り扱っていた.Zこ

れは的を射た捕誼であり. 2009年版から「確実性に

欠ける演技J， [技と動ぎの構成が独創的ではなく，

振り付けと創造性に欠けるj演技に対し中欠点が復活

している. J互に女子体操競技情報15母叫{以下情報

15号と呼ぶ}により，確実性に欠ける演技の解釈方

法について「確実性とは技術と実施による正確さによ

る結操であり自 30/0.50の減点を伴う平均が保てない

演技や落下を伴う演技は「確実性に欠ける演技jの減

点も適用されるjという旨の具体的基準が設けられ，

完熱性に欠ける減点として最大 0.30点が追加されて

いる.芸術性の減点はその判断幕準が非常に暖繰であ

り採点する彊aの主緩や判断力を関われるデリケートな

部分である.この新たな基準は今後のより精密なスコ

ア判断に貢献して行くものと考えられる(表3，参

照). 

{表3)葱縮性瀦点の変化

(2)種目特有な実施減点

E審判団が携わる業務の2つ日は各種目特有の要求

に対する減点であり，各審判員が装術性の減点を行う

同じ枠の10点満点からその減点を実施する.ここで

は200吉年般から従来構成減点の枠で取り扱われてい

た自条件が実施減点へと移動している E この中?注目

されるのは「終末技を行わない{ 仏30点)Jが2009

年版から -0.50点になったこと，何回目の助走または

開始技を実施せず跳躍板に触れる(一日制点)Jが

2007年版から適用されたととである:lI!に，とれは

200吉年般から『開始技の3図Bの試み(-1.∞点)J 
と f助走から開始技を実施せず跳躍板や台に触れる

( -1.00点OJに分割，各々減点が漉舟されたが，女

子体操競技情報16号，，) (以下情報16号と呼ぶ)によ

って f開始技の3図自の試みjは「競始授の2回目の

試みでの失敗jへと変3草されたのである"郎ち，開始

技から終末技までの安定した正確な実施が高く評価さ

れる方向にあることその技術去をを審判員が明確にス

コア反映できるよう配慮された項目であると替えよう

(表4，参照)緬

(表4)纏討特有者実施滅点的変化

(3)技術的な一般試な

これらの減点もE審判凶が携わる3つ自の作業であ

る 腕や藤のI換が哲，足または藤の隙き具合，技の痛

さ等も減点対象であるが. r技での姿勢と締の位置j

に対する減点が20住吉年版より強化された.従来円

ーブ，ジャンブ，ホップ，ターンまたは空中局痴を伴

わないアクロパット系の技jでの関臓の角度不足は

1的。の機関iが確認されれば減点対象にはならなかっ

た.だれ現在では関脚度が [135.から 160. (-

0.30点)J• [160'から180. (-0.10点)Jが減点対
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象である，つまり，開脚度1例。を越えなければ減点

である.以前は減点対象ではなかった「リープや脚交

した前後関臓を伴う輸とぴJ， rヤンポーj等も前

線が水平より下であると判断された場合は 0.10点で

ある. rジャンプからの羊とびjや f輪とぴjもアー

チ姿勢の騨が離れていると判断された時点"1"-0.10点

または 0.30点となる. rかかえ込みとびJ， rウルフ

とぴJ， rねことびIや「開脚屈身とびj等は，膝や

伸びた脚が水平でおっても現在は-0.10点である.ま

た，落下減点も2007年版までは1回につき 0.80点で

あったものの， 200事年版からは-1.00点と格段に厳

しい判断が謙せられている.これらのことからも，現

行版は技の完熟(完成度と熟練度)を大変重視してお

り，その度合いによりスコア差を付けさせようとする

方向性が見受けられる.

5.難度表における技の価値とその変化

1) r開始技j の変化{技醤号11.1自1~ 1.11畠}

開始技には現夜850)技が重量録されているが， 200吉

年肢を墳に技区分の見直しが行われている アクロパ

ット系として判断されていた3つのA，2つのB， 2つ

のC難度がダンス系へ移動，姿勢保持系やダンス系は

格上げとな0援点系も追加された.しかし，姿勢保持

系の技では空中賭衝における伸身姿勢の有無や，どの

状態を以てき宮中局面を伴った技と承認出来るか等，羽j

{表的「関蛤筏Jの変it

i!!1: 

審構悪覇制…働問醐台 軍事置務

断基空襲に苦慮する技は難度表から削除された(表5，

参照).ダンス系や姿勢保持系の追加は演技そ構成す

る際t::求められていた「ダンス系の技を最低3つjと

いう条件を満たす選択肢を広げるととになり，接点系

は「鯛の一部，大濃部や頭が台に接する平均台に近い

運動がない{授でなくても良い)Jという実施減点-

0.10点を難度点の獲得と同時に満たすととに役立つ.

その他，倒'IL技は少なくとも2秒静止，上水平支持は

少なくとも水平より45。以上であることが2007年版

から:i互に2009年版からはアラベスクの浮締は水平

以上であること等，細かい慕準が追加されている.

2) r体操系のリープ，ジャンブ，ホップ按』の変化

{技番号12.1 01~2.509)

現在54の技が登録されている盟ダンス系として比

較的容易に難度点を取得するととが出来るグループで

はあるものの，難度の判断基準は版を重ねるごとにレ

ベルアップしている.このことについては既に

日必要程度と技術の価値判断jで述べているが， 2009 

年版は技に求める暖味な表現方法を避け，緩や膝，瀕

脚等の角度を縮かく規定するととにより，審判員に対

してより正確な判断を求めながら，選手に対して芸術

的に優れた技の熟しを奨励する姿勢が伺える緬難度表

から削除されている技の殆どは，その価値判断に苦慮

する技である{表札参燦l.

{表的「体搬系母ザープ，ジャンプ，ホップ系技Jの変化

3) rターン系技j の変化(技番号13.101~3.501)

Zこのグループ1::は現在22の技が主主録語れている.

200思年肢から「浮榔を前へ{又は後ろへ)ターンの

始めから終わりまで45度に係った片足1回ターン (B

難度)Jが削除， r片足立ち1国ターン浮郷は水平より

rで自由 (A難度)Jと|同じ{![種付けになった その

反商事情報16号の通達により「ターンの始めから終

わりまで180療関脚した浮脚の上方を手で保持した
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1弘ターン (D幾度)Jが登録された調ターンは技術的 着台足をもどす (A幾度)Jが追加された.格とげさ

な完成疫が低い場合大きな実務減点が適用される.だ れた4技のうち2技は f片郷を伸ばした療からの後方

が，ターンを組み入れなければ織成要求で加算される 樹立回転系jである(表仏参照ト

0.50点は獲得出来ない，確実な技術を養えば高い難度

jtJ.の獲得に繋がるグループであり，演技構成には必要 (表的「空中局面を持たえまいアクロパット系技Jの変信

不可欠な技群である{表7.参照)

{表7)rタ」ン系技Jの変化

4) r姿勢保持系及び君主中島商を伴わないアクロパッ

ト系技』の変化{技番号/4盟101-4.311)

灘在，乙のグループには32技が登録されている.

従来は「望書勢保持系jのみの技若手であったが. 200吉

年版から「空中局面を伴わないアクロパット系の聡

が間区分へ移動し統括された.当初，姿勢保持系は4

技のみ難度表に主要録されていたが. 2009年版から

「支持脚を伸ばした正面水平立ち{関捌jは180度/2秒

静止) (A難度)Jが，情報16号によって「浮脚を前に

上11.足を頭より上で保持した片足立ち (2秒) (A難

度)Jも追加され，その内4技がダンス系として承認

されている.A難度のダンス系が増加しており，その

内容からもここには演技構成の中に柔軟性のある美し

い技を期待する意向が含まれている.だが，流れるよ

うな演技，つまり「常に鯛体や清等が動いている状

態jを強く奨励しているのも現行販の実際である.場

合によっては2秒静止という条件が実施減点の対象と

なる可能性があることも杏めない.美しい姿勢や静止

が求められていながらも，止まり溺ぎと判断されれば

減点に繋がる矛盾が選TらにZこの種類の技を敬遠させ

る版図となってはいないだろうか〈表呂，参照). 

{表的「望書勢保持蕪技J的変化

局管千資輸議 後硲扉扇

4.101 I援をつ応怯盛の敏欝かもつ曾先立ちを鍵盤レ'"幽μ訟が民主各土が"嫡穂"奇よ切
醐)11-1 A I 戸

4102 111fTを実えた被告食硯脚立名:臨御固定'00.筏}但，."構暢暗号より〉

空中局面を伴わないアクロパット系については「と

ぴ前転 (B幾度)J • r正面水、ド立ちから 1/2ひねり後

方領j立回転 (B難度)J . r後方領j立回転?ひねり (A幾

度)Jが難度表から消去されたが{前方倒立図転から

5) rアクロパット系技jの変化

〔技番号15.1申2-5.713)

ここには現在坊の技が重要録され， 200告年版から

「前方かかえ込み宙返りjに屈身姿勢が，また，後方

宙返り系の「テンポ宙返りjが追加された.情報15

号の滋漆により，テンポ宙返りは屈身や伸身宙返りと

は異なる技として認められた しかし，情報16号に

より{単独，または最後の技として実施した場合，腐

身宙返りまたは伸身宙返りと判断するjとの条件が付

刻されている 屈身街返りと判断を誤りやすいテンポ

宙返りをあえてC難度として認める事は3つ以上のア

クロパット系シリーズ促進のためであろう.単独，ま

たは最後の技として実錯した場合，それは屈身または

伸身の技として価値を失うことになる.即ち，平均台

の長さを最大限に使用したアクロパット系のシリーズ

技が大きく期待されている.その他. r前とぴ1/2ひね

り後方かかえ込み宙返りjに屈身宙返りと向じE難度

が与えられた.これは前方系が後方系よりも着台の擦

に高い技衡を要する理南によると考えられる{表団，

重量燦ト

{表10)rアクロパット系技」の変佑

"誼網容れわ鋳
写旗 l眠鹿!密智伊香 l 裂の膜明

I o I ，事"仔シポ宙返り

Z仰号制 I， I Ml11片足韓み切り按方盟a居留翠日
E I ，引.I前，ぴ1/21ひね，I.jiit方省選引か.iJ'，足込み〉

告)r絡末技jの変化{技番号i時.101-串岡105)

現在56の技が登録吉れている. 2007年版から「両

足踏み切り，前方屈身宙返り 2回ひねり下り (D幾

度)Jが削除されたが， r前方かかえ込み宙返り 1回ひ

ねり (B難度)Jと「台の端へ，アウエルバッハ閉締



平均台における採点緩員IJの変遷に関する一考察
~2006 年版から 2009 年販豊中心として~

伸身宙返り 1限ひねり (E難度)Jが200百年版から追加

されている BからC難度へ昇格した技もアウエルバ

ッハ系Tある.終末技には前方と後方しか選択肢がな

いため，その種類には限りがあるーこれらの技の評価

については独創的で個性的な演技を奨励する傾向が見

受けられる陸しかし，今後この技群は単独での実施で

はなく，シリーズ技との組み合わせによって評舗が分

かれることになろう〔表11，参照). 

{表Il) r終末技」的軍~1t

幹
事

裏扇蚕言語

日 7-1 0 I闘， I弼足感吟切り前方鹿相秘J掴ひねり判

告 まとめ

平均台は心理的に制限された高いき苦肉において，平

均を崩す遼動を克搬しながらダイナミッタで優雅な演

技の実施とその出来栄えを競う種目である.落下すれ

ば大きな過失減点が伴うため，選手の緊張感は般の積

目より遥かに高いと替えよう，競技開始の最初の種目

が平均台から始まるローテーションが苦手であるとい

う選手は多い.この種目への要求は販を重ねる毎にレ

ベルアッブし. 2009年版では「終末技を含むアクロ

I~ ット系の技が最大5つJ • rダンス系の技が最低3

つjという条件下で演技構成を行うことになった.こ

の措置は確実性のない強引なアクロパット系技の実施

を否定し，芸術的表現を多彩に含む演技構成への傾注

を促した 不確実な演技に対する減点の強化は中途半

端に終了する技や平均を保てない演技，開始技や終末

技の来実施等に大きな減点をもたらす.確実にEスコ

ア重視の採点規別である. Eスコアでは実施に対する

詳細な減点が具体的に設けられているため，難易度の

高い技の実施だけでは高いスコアに結びつかない.完

成度の低い技には大きな実施減点が適用され，葉重度の

格下げ，または難度の承認はない.そうであれば E

スコアで減点の少ない技を選択し演技構成をする方法

は一つの賢い議択肢であるとも脅える.だが，やはり

実施減点や芸術性欠点のない熟度の高い完成された技

を組み入れてこそ最終的な商スコアの獲得が実現され

る.落下や途切れのない滑らかで流れるような演技と

全体の安定性，アク口パットやダンス系の技の美しく
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正確な実施，ダンス系跳躍技とターンに要求された開

脚皮や腰角度，規定されたポジションのま確な維持，

そして，高い表現力が要求されている 即ち，バラン

スを崩さず超人的なアクロパットの連続技をいとも簡

単にこなし，精密機械のような完接投，優雅なダンサ

ーの様な美しい姿勢の演技と表現力を現行の採点規則

は求めているのである‘

1.今後の課題

オランダで梼催された第9自主fリンピック大会

(1昭島)に女性が初参加を果たし，その後平均台が

競技スポーツとして取り上げられてから76年が経過

した.当時の人々は平均台運動が今日の様な発展を遂

げたことを想像すら由来なかったであろう E 選手遼は

数年前に専門家が不可能と考えていた技をも軽々と凌

駕している.体操競技の発祥の地であるドイツが位置

しているヨーロッパ大陸セは古代から中世，そして近

代と常にその領地をめぐり大きな戦いが繰り広げられ

てきた. 3ーロッパの歴史は戦争の康史であり， j<イ

ツ話題覇だけに限つでも1万の械が建設され要塞として

の機能を巣たし.そこには傭兵としての続土が戦闘に

繍え日々の訓練に勤しんでいた岬同騎士制度は南フラ

ンスから北へフランドルとブルゴーニュ地方を経由し

て西へと広がり Fイツ帝国へ入り. 12世紀から13世

紀半ばにその最感期を迎えた全ヨーロッパ的制度であ

る 当時はフランス宮廷文化を受容する ζとが持ては

やされ，騎士には戦土であるとともにフランス貴族の

ような優雅さやエレガントさが求められていた.この

制度は中世末から近世にかけて崩壊していったがg そ

の優雅さや美しさをE重視した訓練内容は後の繍土学校

や大学に引き継がれ蛸，ヤーンはその訓練方法を参考

としてトゥルネンを作り上げた.その)Lーツを考えた

特に体操競技は上品でエレガント，そして美しくあ

るのは当然なのである.また，平均台は人々が生活を

していく上で自然発生約に始まったアクロパットの競

い合い運動でもある凶これらは時代の流れとともに身

体を鍛え富国強兵を支える鍛錬の方法と混ざり合いな

がら，女子の競技スポーツとして独自の道を進み現在

に型車っている だが，残念ながら昨今の宝]l均台競技は

技の開発や演技自体についての出尽くした感は否めな

いし，採点規郊にも限界はやって米る.それでは器具

の改良や閥発によって何か突破口は見出せるのであろ

うか過去，平均台は5cmから昌cm，そして10cmへ

と幅広に改良吉れた轄の変化が与えた技の開発への
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影響は大きい. ，揺が広がることは今後の技の発展には

大いに期待できる.しかし，今まで以上にゆか運動の

傾向が強くなることは避けるべきであると考える.輔

が更に広がれば「後転とびから台をまたいだ座jや

「横向きの後転とびから後方支持回転系の技j等の技

は廃れ，主pー均を崩す運動を克服する競技としての特性

は然くなってしまうだろう 100mの隠は技の急激な

高度化を促したが選手の危険性も増大させた.その安

全慨を確保するために着地マット厚の改定が行われ，

それは台の高さの改定にも及んだ町今後，台が3互に高

さを増した場合，終末技かち着地までの察関は確保出

来るが恐怖感は増すことになる それでは，台の長さ

を変重さずる事による技の発援は期待出来るのだろうかー

まず，今まで以上に緩い平均台はあり得ない同ぞれは

シリーズ系の衰退に繋がるからである.長すぎても意

味がない.アクロパット系の技を踏み切り 1ぷで行う

ことに呂田の意味があり，メリハリのある液技も期待

される ビームの弾性素材の導入についても，その度

合いによっては安定した着台に影響を及ぼす恐れが生

じるであろう.これらを鍛みても，器呉の改良に期待

できる可能性は「高さjにしか残されていないようで

ある.現在の125c臨に対して100mアップでは心理的

に恐怖感が優先する. 5cmアップの130c臨に可能性は

ないだろうかE 少なくとも終末設の発展には貢献出来

るのではないだろうかa 今後の技術開発は組み合わせ

の難しさによる高スコアの獲得，例えば「開始技から

連続した台上でのアクロパットシリーズJ， r台上で

のアクロパットシリーズから連続した終末技jといっ

た台の下と tを繋ぐ技の逮緩や「バランスを崩しやす

い体勢からのアクロパットまたはダンス系のシリー

ズj等，平均台本来の特性を縮かいレベルで重量う内容

が予想されるところである.採点規則は現場の技術発

展に対応し絞を重ねながら改定を続けて来た.難度と

実施は体操競技の重望書なファクターであり，いずれか

を重要視する選択は出来ない圃今後もその努力がなさ

れていくととに期待したい，
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